
（Ｈ２６・２７年度） 岐阜県立揖斐高等学校

各コースでの学習を発展させて、学校のある揖斐川町を中心に
地域の活性化のために活動をします。

ﾃｰﾏ 清流の源「いびの恵み」の発信

～見つけよう 語り合おう つなぎあおう ふるさとの良さ～

こ

いびっ高隊 執行部 役場の方々や岐阜大学の
先生方の指導を受けて

町内探検・「いびの恵み」探し
ワークショップ

の準備

森と水の資料館

４つのコースで
も「いびの恵み」
の発信の準備中
です。

徳山ダム



（Ｈ２６・２７年度） 岐阜県立揖斐高等学校

平成26年10月2日に揖斐高校で

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「自然豊かないび ワクワクフューチャーセンター」を開催しました。

テーマ：いびについて語ろう
～地域のために若者ができること～

参加者
町内の方々 ７名
岐阜大学職員 ４名
岐阜大学生 ７名
揖斐高生 15名
揖斐高職員 ５名
合計 38名

6つのグループになって進
めました。

校長先生の挨拶

開会の挨拶

お茶菓子は「いび茶んクッキー」
（食物コース手作り）

ファシリテーター(司会進行）
岐阜大学 地域協学センター大宮先生

太田ｸﾞﾘｰﾝﾌｧｰﾑ代表 農業を熱く語る

弓削豆腐店のご主人と

岐阜大学の先生の助言を受けて

揖斐署の警察官も・・

森本ﾊﾑ工房の社長さんは揖斐高の卒業生
ドイツでの経験から「若いうちに海外体験を」

仕出し屋「安兵衛」のご主人。揖斐高
の先輩であり、かつての体育の先生

話し合いの発表
これらの実現に向けて活動をしていきます。



（Ｈ２６・２７年度） 岐阜県立揖斐高等学校

各コースで活動を進めています。

町の特産品を生かした料理開発プロジェクト 町内で採取した材料で草木染め

染めた
羊毛で
ﾋﾟﾝｸｯｼｮﾝ

ﾆﾎﾝｱｶﾈ
「揖斐の産物を使った「お茶漬け選手権」で、

揖斐の米「ハツシモ」と鮎・揖斐の水・揖斐茶を使っ 町内在住の染色家小川先生の指導を受けて、揖斐川の上
た「食べてびっくり！二度おいしい鮎茶漬け」が 流の河川敷で採取したニホンアカネやセイタカアワダチソ
グランプリを獲得！！レシピを町の「グルメ」にして ウを使って染色をしました。すてきな色に染まったので、
いただけるよう プッシュ！！ かわいい作品に仕立てようと頑張っています。

揖斐川マラソンで「いびっ高隊」が情報発信！！

11月９日(日)天気 雨・・

いびっ高隊のテントで活動をPR

横山ダム５０周年記念誌への参加
11月5日(水)
横山ダムを見学

に行きました。
その後、ダム建

設にかかわられた
方や写真を撮り続
けていらっしゃる
方へのインタビュ
ーアーとして参加
しました。

揖斐川の水の
恵みを再発見

ダムができる前、下流域では繰り返
す洪水に悩みました。
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各コースで活動を進めています。

いびの恵みすごろくを製作し、恵みの紹介 いびに伝わる伝説を貼り絵や語りで
をしました。 紹介しました。

日照りに悩む
揖斐川水系の
悲しいお話

私たち高校生も
えっこんなとこ 知らない人が多く、
あったの？ 大勢の人が聞いて

くれました。
景色きれいですよ

役場に貼っていただきPRします。

発表に向けて！！

運営推進委員会で指導していた先生方に発表を見ていただきました。

１月２２日(木）羽島文化センターでの発表会に向けて何度も
練習した成果をみていただき、ご指導を受けました。
よりよい発表になるよう準備を重ねて行きます。

岐阜大学地域協学センターフューチャーセンター通信に
「ワクワクフューチャーセンターいび」を紹介していただ
きました。


